
梅 謙次郎 氏【１860～1910】（平成３年10月４日 顕彰） 
う め  　 け ん 　 じ 　 ろ う

第10回
けんしょうへい せい

　松江市では、市民又は本市において縁故の深い方で、公共の福祉の増進や文化
の進展に寄与した方を「松江市名誉市民」とし、その功績を称えています。現在２４
名の方にこの称号が贈られています。シリーズで１名ずつ紹介していきます。郷土
の誇りとして、いつまでも私たちの心に刻んでいきたいですね。
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松江市灘
なだ
町
まち
で生まれる。５歳

さい
から句

く
読
とう
を習

なら
い、後に澤

さわ
野
の
修
しゅう
輔
すけ
の塾
じゅく
で漢

かん
籍
せき
を学んだ。明

めい

治
じ
７年15歳のとき上京、東京外国語学校、司

し
法
ほう
省
しょう
法
ほう
学校を卒

そつ
業
ぎょう
した。同18年、フランス

（リヨン大学）、ドイツ（ベルリン大学）に留
りゅう
学
がく
、帰国後、東

とう
京
きょう
帝
てい
国
こく
大
だい
学
がく
法
ほう
科
か
大
だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
と

なる。
明治26年から明治民

みん
法
ぽう
の編

へん
纂
さん
に参

さん
加
か
、わが国の法

ほう
制
せい
度
ど
の整

せい
備
び
に指

し
導
どう
的
てき
役
やく
割
わり
を果

は
たし

「民法の父」と呼
よ
ばれている。東京帝国大学法科大学長、政

せい
府
ふ
の法

ほう
制
せい
局
きょく
長
ちょう
官
かん
を歴

れき
任
にん
、明

治32年には法
ほう
政
せい
大
だい
学
がく
総
そう
理
り
（現

げん
総
そう
長
ちょう
）となり、留

りゅう
学
がく
生
せい
を積

せっ
極
きょく
的
てき
に受け入れた。

謙次郎は小
こ
泉
いずみ
八
や
雲
くも
（ラフカディオ・ハーン）の妻

つま
セツの遠

とお
縁
えん
に

あたることもあって、八雲の相
そう
談
だん
相
あい
手
て
となり、明治37年９月、八

雲が死去した際
さい
には葬

そう
儀
ぎ
委員長をつとめた。

晩
ばん
年
ねん
、韓

かん
国
こく
統
とう
監
かん
伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ
に招

まね
かれて韓国の法

ほう
律
りつ
顧
こ
問
もん
となり、韓国の法制度の整備に努

ど
力
りょく

したが、ソウルで腸
ちょう
チフスにかかり50歳で死去した。

著
ちょ
書
しょ
に「和

わ
解
かい
論
ろん
」のほか「民

みん
法
ぽう
要
よう
義
ぎ
」「民

みん
法
ぽう
原
げん
理
り
」などがある。

松江市総
そう
合
ごう
文化センター（プラバホール）前には、謙次郎の業

ぎょう
績
せき
を讃

たた
え顕

けん
彰
しょう
碑
ひ
が建てら

れている。

●当時、いくつかの町が城
しろ
をとり囲

かこ
むようにつくられましたが、山

さん
陰
いん
道
どう
に通じ

ている雑賀町は、最
さい
前
ぜん
線
せん
でお城を守る役

やく
割
わり
があり、多くの鉄砲隊が暮

く
らして

いました。
雑賀町の特

とく
徴
ちょう
である囲

い
碁
ご
の盤
ばん
の目のような街

まち
並
な
みは今も残

のこ
っています。

●雑賀町には、もう一つお城に関
かん
する大切なことがあります。

もともと別
べつ
の土地にあったお城を、色々な問題があって移

い
動
どう
することにな

り、城を築
きず
くのにもっともふさわしい所はないかと堀

ほり
尾
お
吉
よし
晴
はる
と忠

ただ
氏
うじ
の親子が

相談していたと言われる場所が、雑賀町にある床
しょう
几
ぎ
山
さん
です。

山の上から全体を見下ろして、現
げん
在
ざい
の場所に建

た
てることを決めたそうです。

床几山には記
き
念
ねん
の石
せき
碑
ひ
が建てられています。

雑
さい

賀
か

町
まち

 ～かつては鉄
てっ

砲
ぽう

町
まち

と呼
よ

ばれた町～

写真：『松江市勢要覧』より転載

写真：梅謙次郎博士顕彰碑
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銅像：松江城大手前

表 紙 堀尾吉晴銅像
見開き 城を守るために整備されたまち「松江城下町」
裏表紙 郷土の栞　松江市名誉市民シリーズ「梅 謙次郎 氏」

雑賀町　～かつては鉄砲町と呼ばれた町～

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

・徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

に仕え、たくさんの戦
いくさ

で手
て

柄
がら

を立てました。息子忠
ただ

氏
うじ

の代には関
せき

ケ
が

原
はら

の合
かっ

戦
せん

のほうびとして出雲国・隠
お

岐
き

国を与
あた

えられ、富
と

田
だ

城
じょう

に入りました。
何度も戦を経

けい

験
けん

して得た様々な技
ぎ

術
じゅつ

を盛
も

り込
こ

み松江城と城下町を完
かん

成
せい

させました。現
げん

在
ざい

で
は「松

まつ

江
え

開
かい

府
ふ

の祖
そ

」と呼
よ

ばれ尊
そん

敬
けい

されています。

▪堀
ほり

尾
お

吉
よし

晴
はる



松江市教育委員会／松江市歴史まちづくり部史料調査課

「堀尾期松江城下町絵図」：島根大学附属図書館蔵

参考資料
『親子で学ぶ　松江城と城下町』宍道正年／著
『親子で学ぶ松江藩の時代』宍道正年／著
『城下町松江の誕生と町のしくみ』松尾寿／著
『松江誕生　堀尾氏の築城とまちづくり』松江湖城ライオンズクラブ／企画発行
『松江城　新装版』河井忠親／著

『松江城　授業用ハンドブック　教師向け』松江市教育委員会
『さいか再見』清水利美／著
『島根県大百科事典　下巻』山陰中央新報社開発局／編集
『松江市史　別編１　松江城』松江市史編集委員会／編 協力いただいた機関
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～城を守るために整備されたまち～
しろ せい び

敵
てき

の侵
しん

入
にゅう

を防
ふせ

ぐ交
こう

差
さ

点
てん

のことです。見通しが悪いジグザグ
した道のため、まっすぐ城

しろ

を目指す敵に行き止まりだと勘
かん

違
ちが

いさせたり、挟
はさ

み撃
う

ちにすることができます。

敵
てき

の侵
しん

入
にゅう

を防ぐ３つの堀のことです。城
しろ

のまわりを
囲
かこ

む内
うち

堀
ぼり

（　　）と、その外
そと

側
がわ

に流れる４つの川を
外
そと

堀
ぼり

（　　）、島根県立図書館西
にし

側
がわ

に流れていた川
などを中

なか

堀
ぼり

（　　）と呼
よ

びます。
　図中で色が付

つ

いているのが「三重の堀」です

敵
てき

が近づいてきたときの兵
へい

の集合場所です。東西南北
にあり、境

けい

内
だい

に整列したり、本
ほん

堂
どう

に宿
しゅく

泊
はく

して敵を待ち
構
かま

えられるような軍
ぐん

事
じ

拠
きょ

点
てん

として使われます。

橋を渡った先にある広場のことです。南から攻めてきた敵
てき

を溜めておいて、隣
となり

の屋
や

敷
しき

から鉄
てっ

砲
ぽう

で一
いっ

斉
せい

に攻
こう

撃
げき

すること
ができます。京橋の北にある勢溜には上級の家来の屋敷が
あり、天神橋の先には寺と神社が配

はい

置
ち

されています。

行き止まりになっている小さな道のことです。
侵
しん

入
にゅう

してきた敵
てき

が抜
ぬ

け道だと思い、進んだ先で行き止まり
だと気づく仕

し

掛
か

けになっています。

丁の字をした道のことです。見通しが効
き

かないため、回り
道をさせたり、挟

はさ

み撃
う

ちにすることができます。

道路とずらして架
か

けられた橋のことです。道路をそのまま
直進すると川に落ちる仕

し

掛
か

けになっています。

Ａ.「堀
ほり

が３重もあるぞ！橋の場所もズレていて、堀に落ちる～！」

Ｂ.「一番侵
しん

入
にゅう

しやすいと思ったら、鉄
てっ

砲
ぽう

隊
たい

やたくさんの軍
ぐん

事
じ

拠
きょ

点
てん

があるぞ！」

Ｃ.「見通しの悪い道で挟
はさ

み撃
う

ちにされてしまう！抜
ぬ

け道だと思ったら行き止まりだ！」

Ｄ.「船で近づいたら鉄砲隊からの一
いっ

斉
せい

射
しゃ

撃
げき

だ～！」

城下町クイズ ～どこから攻
せ

めてきた敵
てき

のセリフか分かるかな？～

鉤
かぎ

型
がた

路
ろ

 １
三重の堀

ほり

寺の役
やく

割
わり

（　）

筋
すじ

違
かい

橋
ばし

 ３

丁
てい

字
じ

路
ろ

 ４

袋
ふくろ

小
こ う じ

路 ５

勢
せい

溜
だまり

 ２ ■
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「堀尾期松江城下町絵図」：島根大学附属図書館蔵
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～城を守るために整備されたまち～
しろ せい び 松江城下町基

き

本
ほん

データ
城
じょう

　　　　　地
ち

：亀
かめ

田
だ

山
やま

（城
じょう

山
ざん

）

計画の期間４年：慶
けい

長
ちょう

８(1603)年～慶長12(1607)年

工事の期間５年：慶長12(1607)年～慶長16(1611)年

敵
てき

が近づいてきたときの兵
へい

の集合場所です。東西南北
にあり、境

けい

内
だい

に整列したり、本
ほん

堂
どう

に宿
しゅく

泊
はく

して敵を待ち
構
かま

えられるような軍
ぐん

事
じ

拠
きょ

点
てん

として使われます。

船でやってくる敵
てき

を迎
むか

え撃
う

つ
ための砦

とりで

です。家
か

老
ろう

の屋
や

敷
しき

で
もあり、鉄

てっ

砲
ぽう

隊
たい

を住まわせて
いるので、敵を一

いっ

斉
せい

射
しゃ

撃
げき

する
ことができます。

Ａ.「堀
ほり

が３重もあるぞ！橋の場所もズレていて、堀に落ちる～！」

Ｂ.「一番侵
しん

入
にゅう

しやすいと思ったら、鉄
てっ

砲
ぽう

隊
たい

やたくさんの軍
ぐん

事
じ

拠
きょ

点
てん

があるぞ！」

Ｃ.「見通しの悪い道で挟
はさ

み撃
う

ちにされてしまう！抜
ぬ

け道だと思ったら行き止まりだ！」

Ｄ.「船で近づいたら鉄砲隊からの一
いっ

斉
せい

射
しゃ

撃
げき

だ～！」

城下町クイズ の答え
Ａ … ■　　Ｃ … ●　　
Ｂ … ★　　Ｄ … ▲

～どこから攻
せ

めてきた敵
てき

のセリフか分かるかな？～

寺の役
やく

割
わり

（　）卍

東の守り ６

●

▲

★


